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論 文 内 容 の 要 旨
本論文では、2 0 世紀初めから1980年代までいくつか管理会計の変化を取り上げ、文化史的なア 
プロ一チから中国における管理会計の史的展開を分析した。











新たな組織的 • 社会的 • 文化的コンテクストを管理会計が構築するプロセスを考察した。
第 3 章では、2 0世紀初頭における科学的管理の浸透プロセスと社会変化についての考察を行った。 
標準と効率という概念と、「互助的社会組織」との間にある交渉プロセスに対する検討を通じて、管 
理会計と社会 • 文化との相互構築関係を明らかにした。





組織的 • 社会的 • 文化的コンテクストとの相互構築問係を明らかにした。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、欧米におけるトップジャ一ナルAccounting，Organizations and /Socieかの会計変化 •
会計史の研究者やR.シャルチェなどのアナ一ル学派の歴史研究者によって用いられた「文化史的ア 
ブローチ」により、中国の管理会計史の断層面のいくつかを検討したものである。







第 2 章では、儒学の学習法と科挙試験に焦点を当て、2 0 世紀初頭における会計の近代的権力的側 
面を検討し、さらには、国家戦略と資本市場というアリーナ（土俵）で繰り広げられる会計実践の検 
討を通して、管理会計が社会• 文化に埋め込まれながら、逆に新たな組織的•文化的コンテクストを
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形成する有り様を記述した。










る関連性を指摘し、中国における管理会計実践と組織的•社会的 • 文化的コンテクストとの「相互構 
築関係」を明らかにしようとした先駆的な研究と高く評価することができる。すなわち、「標準化」 
を、行 為 （たとえば読書行為）における表象•文化的な側面におけるそれを考慮することが重要であ 
るとし、経済体としての企業のみならず共同生活体としての「単位」における「標準」を考える場合、 
アメリカにおける会社内に限定された、個人別の科学的管理における「標準」とは意味するところが 
異なる理解が必要となると主張するのである。
よって審査委員一同は、本論文が博士（経営学）の学位の授与に値すると判断するものである。
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